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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
 
(
P
D
M
)
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
 
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ
２
）
 

実
施
機
関
:
 
国
立
持
続
的
開
発
・
環
境
観
測
所
（
O
N
E
D
D
）
 
 
協
力
機
関
：
ア
ル
ジ
ェ
県
環
境
局
（
D
E
W
A
）
、
ブ
リ
ダ
県
環
境
局
（
D
E
W
B
）
 
支
援
機
関
：
国
土
整
備
・
環
境
・
観
光
省
（
M
A
T
E
T
）
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
:
 
2
0
0
9
年

1
0
月
～
2
0
1
2
年

1
0
月
（
3
年
間

）
 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
グ
ル
ー
プ
：
O
N
E
D
D
職
員
（
中
央
地
方
研
究
所
（
C
R
L
）
及
び

O
N
E
D
D
本
部
)
 
 
 
 
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
：
ア
ル
ジ
ェ
、
ブ
リ
ダ
、
オ
ラ
ン
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ー
ヌ
 
 
 

（
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
）
モ
デ
ル
サ
イ
ト
：
ア
ル
ジ
ェ
県
、
ブ
リ
ダ
県
の
エ
ル
ハ
ラ
シ
ュ
川
流
域
及
び
ア
ル
ジ
ェ
県
沿
岸
域
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 作

成
日
時
：
2
0
0
9
年

3
月

1
8
日

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
要
約
 

指
標
 

指
標
の
入
手
手
段

 
外
部
条
件

 

上
位
目
標
 

O
N
E
D
D
が
、
国
家
環
境
政
策
に
基
づ
き
、
C
R
L
を

中
心
と
す
る

地
方
研
究
所
及
び
観
測
所
か
ら
な
る
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
 

  

 1
.
 
 
国
家
環
境
政
策
に
基
づ
く
国
家
環
境
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
が
実
現
す
る
 

2
.
 
 
国
家
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
 

(
S
N
I
E
)
が
構
築
さ
れ
る
 

3
.
 
 
C
R
L
 
が
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
お
け
る
リ
フ
ァ
レ

ン
ス
ラ
ボ
と
し
て
機
能
す
る
 

  

 1
/
2
 
 
M
A
T
E
T
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
環
境
白

書
 

3
.
1
 
他
の
研
究
所
、
観
測
所
に
対
す
る
参

考
資
料
の
送
付
記
録
 

3
.
2
 
他
の
研
究
所
、
観
測
所
に
対
す
る
技

術
支
援
、
研
修
の
記
録
 

3
.
3
 
国
内
研
究
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

3
.
4
 
 
国
際
的
な
分
析
機
関
か
ら
の
認
証

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
 

公
害
査
察
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
、
公
害
防
止
を
含
む
環

境
管
理
に
必
要
と
さ
れ
る
、
O
N
E
D
D
の
環
境
情
報
提
供
能
力

が
強
化
さ
れ
る
 

 1
.
 
C
R
L
が
様
々
な
顧
客
か
ら
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

依
頼
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
る
 

2
.
 
公
害
関
連
情
報
の
公
表
数
が
増
加
す
る
 

3
.
 
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
が
増
加
す
る
 

 1
.
 
顧
客
と
の
契
約
、
報
告
書
／
資
料
 

2
.
1
 
報
告
書
／
資
料
 

2
.
2
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
 

2
.
3
 
O
N
E
D
D
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

3
.
 
 
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
岐
路
儒
 

 ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
が
現
在
の
環
境

政
策
及
び
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
に

対
す
る
積
極
的
な
姿
勢
を
維
持
す
る
 

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
政
府
が

O
N
E
D
D
に
対

す
る
必
要
な
支
援
を
維
持
す
る
 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
 

C
R
L
が
機
器
分
析
（
G
C
M
S
,
 F
T
I
R
,
 X
R
F
）
の
上
級
分
析
技
術

を
獲
得
す
る
 

 

 1
.
 
 
炭
化
水
素
、
有
機
塩
素
化
合
物
、
B
T
X（

ベ
ン

ゼ
ン
、
ト
ル
エ
ン
、
キ
シ
レ
ン
）
、
P
A
H
（
芳

香
族
炭
化
水
素
）
、
農
薬
・
殺
虫
剤
に
関
し

G
C
M
S
に
よ
る
信
頼
で
き
る
分
析
結
果
が
提
出

さ
れ
る
 

2
.
 
 
非
揮
発
性
有
機
化
学
物
質
に
関
し

F
T
I
R
に

よ
る
信
頼
で
き
る
分
析
結
果
が
提
出
さ
れ
る
 

3
.
 
 
X
R
F
に
よ
る
信
頼
で
き
る
定
量
分
析
結
果
が

提
出
さ
れ
る
 
 
 

4
.
 
 
G
C
M
S
,
 
F
T
I
R
,
 
X
R
F
に
よ
る
上
級
分
析
技
術

に
つ
い
て
の
標
準
操
作
手
順
書

S
O
P
s
が
作
成

さ
れ
る
 

 1
/
2
/
3
 
分
析
記
録
 

        4
.
 
S
O
P
 

 モ
デ
ル
サ
イ
ト
で
の
調
査
お
よ
び
サ

ン
プ
リ
ン
グ
が
制
約
を
受
け
ず
に
実

施
さ
れ
る
 

 産
業
界
及
び
そ
の
他
の
汚
染
者
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
に
協
力
す
る
 

.
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ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
 

モ
デ
ル
サ
イ
ト
で
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
践
を
通
じ
て

C
R
L
の
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
能
力
が
質
的
に
向
上
す
る
 

 1
.
 
排
出
量
を
含
む
汚
染
源
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
が

作
成
さ
れ
る
 

2
.
 
 
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
む
総
合
的
な
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
計
画
が
作
成
さ
れ
る
 
 

3
.
 
 
D
E
W
A
、
D
E
W
B
と
の
合
同
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

が
定
期
的
に
実
施
さ
れ
る
 

4
.
 
 
分
析
項
目
が
増
加
す
る
 

5
.
 
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
総
合
解
析
及
び
リ

ス
ク
評
価
が
公
表
さ
れ
る
 

 1
.
 
汚
染
源
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
 

 2
.
 
総
合
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
計
画
 

 3
.
 
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
記
録
 

 4
.
 
分
析
記
録
 

5
.
 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
原
稿
、
報
告

書
、
出
版
物
 
 
 

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
 

C
R
L
の
分
析
精
度
管
理
能
力
が
向
上
す
る
 

 1
.
 
＊
＊
名
以
上
の

C
R
L
職
員
が
無
機
化
学
／
有

機
化
学
／
微
生
物
分
析
に
関
す
る
業
務
に
従

事
す
る
 

2
.
 
 
＊
＊
名
以
上
の

C
R
L
内
の
無
機
化
学
／
有
機

化
学
／
微
生
物
分
析
課
の
職
員
が
分
析
精
度

に
関
す
る
研
修
に
参
加
す
る
 

3
.
 
 
C
R
L
内
に
分
析
精
度
管
理
体
制
が
確
立
す
る
 

 1
.
 
C
R
L
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

  2
.
 
研
修
記
録
 

3
.
1
 
C
R
L
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

3
.
2
 
 
精
度
管
理
に
関
す
る
報
告
書
及
び

ロ
グ

ブ
ッ
ク
 

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
 
4
 

C
R
L
の
持
つ
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
技
術
が
他
の

O
N
E
D
D
地
方

研
究
所
、
観
測
所
等
関
係
機
関
に
普
及
さ
れ
る
 

 

 1
.
 O
N
E
D
D
本
部
と

C
R
L
に
よ
る

研
修
チ
ー
ム
が
結

成
さ
れ
る
 

2
.
 
地
方
研
究
所
に
対
す
る
研
修
計
画
が
立
案
さ

れ
る
 

3
.
地
方
研
究
所
に
対
す
る
研
修
が
＊
＊
回
実
施
さ

れ
る
 

4
.
 
産
業
界
、
学
会
、
N
G
O
を
含
む
様
々
な
関
係
者

が
O
N
E
D
D
-
M
A
T
E
T
-
J
I
C
A
合
同
セ
ミ
ナ
ー
に
参

加
す
る
 

5
.
 
地
方
研
究
所
及
び
観
測
所
か
ら
＊
＊
名
が
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
 
 

 1
.
 
O
N
E
D
D
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

 2
.
 
研
修
計
画
 

 3
.
 
研
修
記
録
 

 4
.
1
 
合
同
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
 

4
.
2
 
セ
ミ
ナ
ー
の
配
布
資
料
 

 5
.
 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
 

 

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

1
関
連
活
動
 

1
．
J
E
T（
専
門
家
チ
ー
ム
）
と

C
R
L
は
、
G
C
M
S
、
F
T
I
R
、
X
R
F

に
関

す
る

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
を
評
価

す

る
 

2
．
J
E
T
は

C
R
L
に
対
し
、
G
C
M
S
を
用
い
た
揮
発
性
有
機
化
学

物
質
分
析
法
の
上
級
技
術
を
移
転
す
る
 

3
．
J
E
T
は

C
R
L
に
対
し
、
F
T
I
R
を
用
い
た
不
揮
発
性
有
機
化

投
入
 

＜
J
I
C
A
＞
 

1
.
 
短
期
専
門
家
 

(
1
)
 
総
括
／
環
境
管
理
（
総
合
解
析
、
リ
ス

ク
評
価
、
ラ
ボ
管
理
）
 

 
(
2
)
 
G
C
M
S
 

(
3
)
 
F
T
I
R
 

投
入
 

＜
O
N
E
D
D
＞
 

1
.
 
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
配
置
 

2
.
 
建
物
、
施
設
 

3
.
 
J
I
C
A
専
門
家
執
務
室
 

4
.
 
水
光
熱
費
、
通
信
費
、
備
品
 

5
.
 
分
析
の
た
め
の
化
学
物
質
、
試
薬
 

6
.
 
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
側
活
動
に
関
す
る
経

O
N
E
D
D
が
必
要
な
人
材
を
採
用
、
配
置

す
る
 

 必
要
な
化
学
物
質
、
試
薬
が
輸
入
さ
れ

る
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学
物
質
分
析
法
の
上
級
技
術
を
移
転
す
る
 

4
．
J
E
T
は

C
R
L
に
対
し
、
X
R
F
を
用
い
た
元
素
分
析
法
の
上

級
技
術
を
移
転
す
る
 

5
．
J
E
T
と

C
R
L
は
、
G
C
M
S
、
F
T
I
R
、
X
R
F
分
析
法
の
上
級
技

術
に
関
す
る

S
O
P
を
作
成
す
る
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

2
関
連
活
動
 

1
．
C
R
L
と
J
E
T
は
、
D
E
W
A
、
D
E
W
B
と
協
力
し
て
モ
デ
ル
サ
イ

ト
の
汚
染
源
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
ー
を
作
成
す
る
 

2
．
C
R
L
と
J
E
T
は
、
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
総
合
的
な
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
計
画
（
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
含
む
）
を
立
案

す
る
 

3
．
C
R
L
は
J
E
T
の
指
導
の
も
と
、
D
E
W
A
、
D
E
W
B
と
と
も
に
汚

染
源
に
お
け
る
排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
 

4
．
C
R
L
は
J
E
T
の
指
導
の
も
と
、
得
ら
れ
た
試
料
の
分
析
を

行
う

 

5
．
C
R
L
は
J
E
T
の
指
導
の
も
と
、
モ
デ
ル
サ
イ
ト
の
モ
ニ
タ

リ
ン

グ
結
果
の
総
合
解
析
と
リ
ス
ク
評
価
を
行
う
 

6
．
C
R
L
は
J
E
T
の
指
導
の
も
と
、
総
合
解
析
結
果
を
報
告
し

D
E
W
A
、
D
E
W
B
及
び

M
A
T
E
T
に
対

し
提
言
を

行
う
 

(
4
)
 
X
R
F
 

(
5
)
精
度
管
理
 

(
6
)
 
セ
ミ
ナ
ー
講
師
（
J
I
C
A
国

際
協
力
専
門

員
を
含
む
）
 

2
.
 
F
T
I
R
の
デ
ー
タ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
 

3
.
 
G
C
M
S
、
F
T
I
R
、
X
R
F
の
標
準
物
質
 

 

費
 

    

 
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

3
関
連
活
動
 

1
．
J
E
T
と

C
R
L
は
分
析
精
度
管
理
に
か
か
る
課
題
を
抽
出
す

る
 

2
．
J
E
T
は

C
R
L
に
対
し
、
分
析
精
度
管
理
方
法

を
指
導
す
る

3
．
C
R
L
は
J
E
T
の
指
導
の
も
と
、
精
度
管
理
体
制
を
整
備
す

る
 

 
 

 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

4
関
連
活
動
 

1
．
J
E
T
は
、
O
N
E
D
D
内
の
研
修
シ
ス
テ
ム
を
検
証
し
、
改
善

の
方
向
性
を
提
言
す
る
 

2
．
O
N
E
D
D
は
J
E
T
の
支
援
の
も
と
地
方
研
究
所
に
対
す
る
支

援
計
画
を
立
案
す
る
 

3
．
O
N
E
D
D
は
J
E
T
の
支
援
の
も
と
、
地
方
研
究
所
に
対
す
る

研
修

を
実
施
す
る
 

4
．
O
N
E
D
D
と
J
E
T
は
、
O
N
E
D
D
-
M
A
T
E
T
-
J
I
C
A
合
同
セ
ミ
ナ
ー

及
び

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
定
期
開
催
す
る
 

 
 

前
提
条
件
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
地
域
で
の
治
安

が
悪
化
し
な
い
 

 排
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
関
す
る

O
N
E
D
D
、
D
E
W
A
、
D
E
W
B
の
協
力
協
定
が

締
結
さ
れ
る
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活
動

計
画

月
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0
1
1
1
2

1
2

3
4

5
6

7
8

9

合
計

1
2

3
4

5
6

7
8
9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6

G
C
M
S
(
2
.
5
M
M
)

0
.
5
M
M

F
T
I
R
(
1
.
5
M
M
)

0
.
5
M
M

X
R
F
(
1
.
5
M
M
)

0
.
5
M
M

J
C
C
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲

合
同
評
価

中
間
レ
ビ
ュ
ー

終
了
時
評
価

報
告
書
I
C
R

P
R
1

P
R
2

P
R
3

F
R

専
門
家
チ
ー
ム

総
括
／
環
境
管
理
（
解
析
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
ラ
ボ
管
理
）

G
C
M
S

F
T
I
R

X
R
F

品
質
管
理

J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員

C
R
L
が

機
器

分
析

（
G
C
M
S
,
 
F
T
I
R
,
 
X
R
F
）

の
上

級
分

析
技

術
を

獲
得

す
る

J
E
T
（

専
門

家
チ

ー
ム

）
と

C
R
L
は

、
G
C
M
S
、

F
T
I
R
、

X
R
F
に
関

す
る

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

の
ベ

ー
ス

ラ
イ

ン
を

評
価

す
る

J
E
T
は

C
R
L
に

対
し

、
G
C
M
S
を

用
い

た
揮

発
性

有
機

化
学

物
質

分
析

法
の

上
級

技
術

を
移

転
す

る

J
E
T
は

C
R
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アルジェリア国と日本国との間の技術協力、ならびに、国土整備・環境・観光省（MATET）および環

境・持続可能な開発観測所（ONEDD）と国際協力機構（JICA）との間のパートナーシップの一環とし

て、ここに謹んで、「汚染予防キャパシティ・ディベロップメント」プロジェクトのためアルジェリア

国政府が日本国政府に対して行う要請に係り然るべく記入した要請書 1 通をお送りいたします。 

 

2009 年 4 月から 2012 年 3 月までの期間に実施する本事業に係る要請は、2005 年 11 月から JICA と

ONEDD が共同で実施している「アルジェリア国環境モニタリングキャパシティ・ディベロップメント」

プロジェクト（2008 年 10 月に完了する予定）を継続するためのものです。 

 

日本国側には、主にエルハラシュ川流域調査（モニタリング、検査、ならびに汚染および汚染除去に関

する調査からなるもの）において、技術移転を通じてアルジェリア国側を支援するという任務を担って

もらいます。 

 

本事業が速やかに実施されるよう、また、この要請書が国際協力機構（JICA）のもとに届くよう、宜

しくお取り計らいの程お願い申し上げます。 

 

これまでと変わらぬご協力をいただけるものと期待しつつ、ここに敬意を表しまして、結びの言葉とい

たします。 

 

４．要請書（和文）
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5.背景 

（セクターの現状、当該セクターに関する政府の開発政策、解決すべき問題、セクターの開発に関係す

る既存の施策、その他） 

 

環境モニタリングキャパシティ・ディベロップメントのための JICA の技術協力プロジェクトが、2005

年 11 月から実施されている。このプロジェクトにより、ONEDD の中央地方研究所（CRL）の環境モ

ニタリングに関する基礎的な知識と能力が強化された。 

我々は、獲得されたキャパシティおよび上記プロジェクトの成果をベースとして、ONEDD および関係

機関の汚染予防キャパシティを向上させたいと考えている。 

 

6.プロジェクトの計画 

 

(1)上位目標 

（「プロジェクト目標」が達成された結果、プロジェクト終了後、数年間にわたって発現が期待される

開発効果） 

 

環境保護および汚染予防のための国家政策が推進され、対策が提案される。 

 

エルハラシュ川流域工業地帯における環境汚染予防対策が展開される。 

 

(2)プロジェクト目標 

（プロジェクト終了時に達成が期待される目標。可能ならば、数値指標を付して策定する。） 

 

汚染予防キャパシティが向上する。 

 

(3)アウトプット 

（「プロジェクト目標」を達成するために「プロジェクト活動」によって達成すべき目標） 

 

1- 汚染予防政策を強化するための MATET のキャパシティが向上する。 

2- ONEDD の中央地方研究所（CRL）のキャパシティが向上し、その結果、モニタリング・検査デー

タに基づいた効果的な汚染予防計画の策定が確保される。 

3- アルジェ県環境局のキャパシティが向上し、その結果、汚染者（確認された工場）に対して現場で

継続的な検査を行うための実効的な監督プログラムが確保される。 

4- エルハラシュ川流域工業地帯とその周辺地域における汚染予防活動が強化される。 

 

(4)プロジェクト活動 

（投入（インプット）を活用して各「アウトプット」を生み出すための個別の活動） 

 

1)アウトプット 1 に関係する活動 

1-1.汚染予防に関する現行の政策、戦略、システムを確認する。 

- 132 -



1-2.現行の政策、戦略、システムを改善するための活動計画を策定する。 

1-3.JICA の協力を受けて、MATET が上記の活動計画を実施する。 

 

2)アウトプット 2 に関係する活動 

2-1.ONEDD の中央地方研究所（CRL）の既存キャパシティを汚染予防活動の観点から評価する。 

2-2.ONEDD の中央地方研究所（CRL）のキャパシティを向上させるための活動計画を策定する。 

2-3.JICA の協力を受けて、ONEDD が上記の活動計画を実施する。 

2-4.ONEDD の中央地方研究所（CRL）が、ONEDD の他の地方研究所および観測ステーションを技術

的・科学的に支援する。 

 

3)アウトプット 3 に関係する活動 

3-1.アルジェ県環境局の既存キャパシティをモニタリング、検査、強化等を含めた汚染予防活動の観点

から評価する。 

3-2.アルジェ県環境局のキャパシティを向上させるための活動計画を策定する。 

3-3.JICA の協力を受けて、アルジェ県環境局が上記の活動計画を実施する。 

 

4)アウトプット 4 に関係する活動 

4-1.エルハラシュ川流域工業地帯とその周辺地域における汚染の現状を確認する。 

4-2.MATET が策定したエルハラシュ川流域工業地帯とその周辺地域における汚染予防のための総合戦

略を見直した上で策定しなおす。 

4-3.上記の総合戦略に基づいて、活動計画を優先順位に従って策定する。 

4-4. JICA の協力を受けて、MATET および関係機関が上記の活動計画を実施する。 

 

(5)被援助国政府のインプット（投入） 

（カウンターパート人員（プロジェクト・マネージャーの氏名と地位を示すこと）、支援要員、施設の

スペース、経常経費、車両、機材、その他） 

 

(1)カウンターパート人員の配置 

(2)施設の提供 

(3)調査および活動にかかるローカル・コスト 

(4)研究所での分析にかかるローカル・コスト 

(5)セミナーおよびワークショップの共同開催 

(6)研究成果の公表 

(7)合同調整委員会（課題を持つ機関を含む）の組織 

 

(6)日本国政府のインプット（投入） 

（日本人専門家の人数と資格、（日本国および被援助国での）研修、セミナーおよびワークショップ、

機材、その他） 

 

(1)短期専門家 
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(2)技術調査および分析コンセプトの策定 

(3)データベース用機材の供与 

(4)セミナーおよびワークショップの共同開催 

(5)日本国での個別研修 

(6)研究成果の公表 

(7)ローカル・コンサルタントの雇用 

 

7.実施期間 

2009 年 4 月～2012 年 3 月 

 

8.実施機関 

（予算、職員数、その他） 

 

– 国土整備・環境・観光省（MATET） 

– 環境・持続可能な開発観測所（ONEDD） 

– アルジェ県環境局 
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５．要請書（仏文）
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主要面談者リスト 
 
Ministry of Land Planning, Environment and Tourism （MATET） 
Mr. Ahmed ZERROUK  Secretary General 
Mr. Abdelkader BENHADJOUDJA Chief of Minister’s Cabinet 
 
National Observatory for Environment and Sustainable Development (ONEDD) 
Mr. Bachir SLIMANI  Director General 
Mr. Abderrahmane LALEG  Assistant of Director General 
Mr. Mohamed MOALI  Interim Director of Central Regional Laboratory 
 
Ministry of Foreign Affairs 
Mr. Ramdane MEKDOUD Director, Department of East Asia, Oceania and Pacific 
 
Direction of the Environment of Province of Alger 
Mr. Fatiha KHELIFI  Urban management 
Ms. Yahia BENMOUSSA  Superior Technician 
Ms. Fatima MAKOUR   Engineer 
 
Direction of the Environment of Province of Blida 
Mr. Bovadomar AZEDDINE Director 
Mr. Hammouda Rachid FELHI Engineer in Laboratory (maintenance) 
 
GTZ 
Mr. Ahmed Fekairi, Technical Advisor of Environment Program,GTZ 
Mr. Philippo Holzle、GIS Expert, CIM(Center for International Migration and Development) 
 
在アルジェリア日本国大使館 
神谷 武   特命全権大使 
倉冨 健治   参事官 
池田 潔彦   一等書記官 
篠原 秀幸   二等書記官 
 
JICA 
八幡 暁彦   プロジェクト企画・調査アドバイザー 
 

６．面談者リスト
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７．アルジェ県環境局（DEWA）、ブリダ県環境局（DEWB）によるプロジェクトへの協力証明書
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Oran・Constantineの概要 
 

１．地図1 

 
 

２．Oran 

■人口2：1213,839人 

■主要産業3 

・アルジェリア第二の大都市。アルジェリアの北西に位置し、地中海に面した港町 

・西アルジェリアでもっとも大きな貿易の拠点で、原油や天然ガスを主に輸出 

・工業生産は南部に集まり、プラスチック、化学物質、加工食品を生産 

■主な環境問題 

（１）重金属や有機塩素系農薬などが高濃度で検出4 

（2）地下水の過剰取水により沿岸流域は塩類化5 

（3）Sebkha湖（The Great Sebkha of Oran）の水質汚染6 

・ラムサール条約に登録されているSebkha湖は都市・産業排水により塩類化 

・2002年フランスの民間企業が問題解決のための調査実施 

（4）Oran近隣での環境問題7 

・Mostaganem（Ｏｒａｎの東80ｋｍ）でnitrates(硝酸塩), nitrites(亜硝酸塩) と phosphates（燐酸塩）に

よる汚染 

・Cheliff川（Oranの東100キロ位に位置）と河口で基準値を超える重金属等が検出（Cheliff川沿いに

集積する産業が汚染源） 

 

３．Constantine  

■人口8：810,914人 

■主要産業9 

８．オラン、コンスタンティーヌの概要
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・Oranにつぐ、アルジェリア第三の都市 

・アルジェリアの北東に位置し、やや内陸、地中海まで80km 

・主要な農業地帯で、穀物の貿易の中心であるとともに、トラクターの工場、テキスタイルやウール、リ

ネン、皮製品等を生産 

■主な環境問題 

(1) Constantine市内のRhume WadiとBoumerzoug Wadiの汚染10 

・河床で、最低影響基準（LEL）を超える亜鉛、銅、カドミウム、鉛が検出 

・廃水と工場廃水の流入する地点で顕著に低い生物指数 

・参考資料には汚水排出源の地図あり。 

(2) 北東アルジェリア（半乾燥地域 ）にある、Wadiのそばの古い鉱山区域で砒素とアンチモンが高濃

度、クロム、亜鉛、銅、コバルトも許容範囲を超えて検出11 

・国土の東には、アルジェリア、チュニジアにまたがる高原が広がり、アルジェリア北東の気候は、年

間降雨量が300-700mmの半乾燥地帯である。コンスタンチンは年間降雨量が500-700mmの半乾

燥地域に属する。 

＜＜Wadiとは？“wadi”北アフリカや中東で見られる谷又は峡谷。比較的急な堤によって区切られ、雨季に

は水流となる。常に流水があるわけではない川。＞＞ 

 

４．2都市に対する他ドナーの協力 

（1）WB: OranとConstantineの地方ラボに機材供与（1994-2001） 

”Water Supply and Sewerage Rehabilitation Project”12 

（2）UNDP: 採鉱に関する汚染のクリーンアップを支援（2007-2011）13 

Plan cadre des Nations Unies pour la cooperation au developpement (UNDAF)14 

Plan tallies of the United Nations for the co-operarion with development (UNDAF) 

（3）フランス政府: OranとConstantineの流域機関（Consolidation of river basin agencies）への支援 

(1999-2006)15 

Oran-Chott-Chergui流域機関 

Constantinois-Mellegue-Seybousse流域機関 

（4）UNEP: 地中海沿岸で水質モニタリングを実施（Oran）(現在進行中)16 

“MED POL Phase III Monitoring Activities” 

（5）EU: OranとConstantineの地方ラボに機材供与（2008）17 

 

                                                   
＜参考資料＞ 
1 http://www.appliedlanguage.com/maps_of_the_world/map_of_algeria.shtml 
2 アルジェリア政府統計 http://www.ons.dz/Demogr/pop-sexe.htm 
3 ウィキペディア http://en.wikipedia.org/wiki/Oran 

ルックレックス http://lexicorient.com/e.o/oran.htm 

Visit oran http://www.visitoran.com/ 
4「OCEANOLOGIA」49 (4), 2007.pp. 543–564  

「Monitoring the biological effects of pollution on the algerian west coast using mussels 
Mytilus Galloprovincialis」http://www.iopan.gda.pl/oceanologia/494taleb.pdf 

5 FAO aquastat  

http://www.fao.org/nr/water/aquastat/countries/algeria/indexfra.stm 
6 http://www.feem-web.it/nostrum/doc/uk/algeria_uk.pdf 
7 チュニジアで2002年に開かれた、環境汚染と廃棄物管理に関するシンポジウム 
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International Symposium on Environmental Pollution Control and Waste Management, 7-10 January 

2002, Tunis (EPCOWM’2002) http://www.geocities.jp/epcowmjp/EPCOWM2002/Volume1.htm 

１．N. GUERMOUD et A. ADDOU (Algeria): Caracteristiques des ressources en eau du plateau de 

Mostaganem (Ouest algerien) (RESUME). [Characteristics of water resource in the Mostaganem 

plateau, west Algeria (ABSTRACT).] [Abstract] 

http://www.geocities.jp/epcowmjp/EPCOWM2002/001Addou.pdf 

http://maps.google.co.jp/maps?hl=ja&tab=wl&q=Mostaganem 

2．A. ADDOU,  M. BELHADJ et M. R. GHEZZAR (Algeria): Etude de la pollution minerale et 

organique des eaux et des sediments de l'Oued Cheliff (Algerie) (RESUME). [Study on mineral and 
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I.オランおよびコンスタンティーヌの地方研究所 

 

No 機材名 数量 

 微量分析機材  

01 原子吸光分光光度計 1 

02 紫外可視分光光度計 1 

03 ガスクロマトグラフ（GC） 1 

04 高速液体クロマトグラフ（HPLC） 1 

 ルーチン分析機材  

05 ケルダール窒素分析装置 1 

06 自動滴定装置 1 

07 BOD 計 2 

08 恒温槽 1 

09 COD 計 2 

 微生物分析機材  

10 オートクレーブ 1 

11 乾熱滅菌器 1 

12 顕微鏡 1 

13 細菌用インキュベーター 2 

14 嫌気ジャー 2 

15 染色バットおよび染色用トレー 5 

16 電子コロニーカウンター 1 

17 ストマッカー・ホモジナイザー 1 

18 ブンゼンバーナー（天然ガス・プロパンガス） 2 

19 メッケルバーナー（天然ガス） 2 

20 携帯バーナー（ブタン） 2 

 物理化学分析機材  

21 pH 計 1 

22 電気伝導度計 1 

23 溶存酸素計 1 

 試料調整機材  

24 ポータブル試料採取器 1 

25 手動用精密ビュレット 2 

26 マッフル炉 1 

27 遠心分離機 1 

28 超音波ホモジナイザー 1 

29 ロータリーエバポレータ－ 1 

30 ウォーターバス 1 

31 超音波洗浄機 1 

９．オラン、コンスタンティーヌ地方研究所及びその他観測ステーション所有機材
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32 分液ロート振とう器 1 

33 機械式粉砕機 1 

34 ホットプレート付きマグネチックスターラー 4 

35 機械式攪拌器 5 

 その他の機材  

36 壁掛け温度湿度計 1 

37 主電源装置 1 

38 窒素・水素・圧縮空気用浄化カートリッジ 3 

39 物質浸漬処理システム 1 

40 分析天秤 1 

41 精密天秤 1 

42 乾燥器 1 

43 パソコン＋周辺機器＋ソフトウェア 1 

44 ダイヤフラム型真空ポンプ 2 

45 蒸留水製造装置 1 

46 脱塩装置 1 

47 排ガス吸引・浄化システム一式 3 

48 ドラフトチャンバー 2 
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II.アナバ、スキクダ、ボルジブーアレリジおよびアインデフラの観測ステーション 

 

No 機材名 数量 

 微量分析機材  

01 原子吸光分光光度計 0 

02 紫外可視分光光度計 1 

03 ガスクロマトグラフ（GC） 0 

04 高速液体クロマトグラフ（HPLC） 0 

 ルーチン分析機材  

05 ケルダール窒素分析装置 1 

06 自動滴定装置 1 

07 BOD 計 2 

08 恒温槽 1 

09 COD 計 2 

 微生物分析機材  

10 オートクレーブ 1 

11 乾熱滅菌器 1 

12 顕微鏡 1 

13 細菌用インキュベーター 2 

14 嫌気ジャー 2 

15 染色バットおよび染色用トレー 3 

16 電子コロニーカウンター 1 

17 ストマッカー・ホモジナイザー 1 

18 ブンゼンバーナー（天然ガス・プロパンガス） 2 

19 メッケルバーナー（天然ガス） 2 

20 携帯バーナー（ブタン） 2 

 物理化学分析機材  

21 pH 計 1 

22 電気伝導度計 1 

23 溶存酸素計 1 

 試料調整機材  

24 ポータブル試料採取器 1 

25 手動用精密ビュレット 2 

26 マッフル炉 1 

27 遠心分離機 1 

28 超音波ホモジナイザー 1 

29 ロータリーエバポレータ－ 1 

30 ウォーターバス 1 

31 超音波洗浄機 1 
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32 分液ロート振とう器 1 

33 機械式粉砕機 1 

34 ホットプレート付きマグネチックスターラー 4 

35 機械式攪拌器 5 

 その他の機材  

36 壁掛け温度湿度計 1 

37 主電源装置 1 

38 窒素・水素・圧縮空気用浄化カートリッジ 3 

39 物質浸漬処理システム 1 

40 分析天秤 1 

41 精密天秤 1 

42 乾燥器 1 

43 パソコン＋周辺機器＋ソフトウェア 1 

44 ダイヤフラム型真空ポンプ 1 

45 蒸留水製造装置 1 

46 脱塩装置 1 

47 排ガス吸引・浄化システム一式 1 

48 ドラフトチャンバー 2 
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